
山
やま

川
かわ

　邦
くに

夫
お

　

前
回
ま
で
５
回
に
わ
た
っ
て
ア
ブ
ラ
ナ

科
野
菜
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回

は
セ
リ
科
野
菜
を
取
り
上
げ
ま
す
。
根
菜

と
し
て
は
ニ
ン
ジ
ン
、
葉
菜
と
し
て
は
セ

ル
リ
ー
、
パ
セ
リ
、
ミ
ツ
バ
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ン
ジ
ン

　

英
語
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
、
ま
た
学
名
（
種

名
）
の
カ
ロ
ー
タ
か
ら
類
推
で
き
る
よ
う

に
、
カ
ロ
テ
ン
（
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
源
）
の

豊
富
な
野
菜
で
す
。

東
西
で
別
途
の
発
展

　

起
源
は
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
東
西
の
両
方
向
に

発
展
し
、
同
じ
起
源
で
も
西
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
心
に
発
達
し
た
西
洋
種
と
東
の
中
国

な
ど
で
発
達
し
た
東
洋
種
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
環
境
の
影
響
を
受
け
て
、
か
な

り
違
っ
た
特
性
を
も
つ
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
根
（
実
際
は
胚
軸
と
幼
根
、
第
３

回
・
第
２
図
参
照
）
の
色
で
す
が
、
起
源

地
で
は
も
と
も
と
紫
、
赤
、
白
、
黄
な
ど

だ
っ
た
よ
う
で
、
現
在
の
西
洋
種
の
有
し

て
い
る
橙
赤
色（
カ
ロ
テ
ン
色
素
に
よ
る
）

は
、
16
世
紀
に
オ
ラ
ン
ダ
で
初
め
て
出
現

し
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
京
都
な
ど
に

多
い
金
時
ニ
ン
ジ
ン
は
東
洋
種
で
す
が
、

そ
の
赤
色
は
リ
コ
ピ
ン
色
素
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
根
の
形
は
も
と
も
と
は
細
長
い
先

細
り
の
も
の
で
し
た
が
、
比
較
的
短
根
で

先
端
ま
で
が
肥
大
し
た
総
太
り
型
が
、
や

は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
態
特
性
で
は
も
と
も
と
の
ニ
ン
ジ
ン

は
非
常
に
抽
苔
し
や
す
い
も
の
で
し
た
が
、

抽
苔
し
に
く
い
品
種
が
こ
れ
ま
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
回

タキイ園芸
専門学校

元校長が解
説

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

セ
リ
科
野
菜

今回はアブラナ科
野菜に続いて、セリ科
野菜を紹介していきます。
根菜では常備菜として

代表的なニンジン、葉菜では
セルリーとパセリを
取り上げます。

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

〜
栽
培
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
〜
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昭和30年東京大学農学部卒、同年農林省入省。九州農業試
験場でイチゴの品種改良、放射線育種場に移り、米国留学
研究を含めた、放射線生物研究論文で農学博士（東京大学）
受位。野菜試験場に移り、耐病性育種に関する研究で農林
水産大臣賞および園芸学会賞受賞。昭和63年野菜・茶業試
験場場長、平成4年農林水産省退官後、タキイ研究農場長、
同園芸専門学校長を経て、平成16年退社。
著書：「野菜の生態と作型」（農山漁村文化協会）ほか。

↑セリ科の根菜の代表格。橙
色以外にも紫、赤などがあ
り、主に西洋種と東洋種に
分けられるニンジン。



　

日
本
に
は
17
世
紀
前
半
に
東
洋
種
が
導

入
さ
れ
、
江
戸
時
代
は
ニ
ン
ジ
ン
と
い
え

ば
東
洋
種
で
し
た
。
西
洋
種
は
18
世
紀
末

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
普
及
は
遅
れ
、

明
治
に
な
っ
て
一
部
が
北
海
道
に
土
着
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
初
嫌
わ
れ
た
カ
ロ

テ
ン
臭
（
い
わ
ゆ
る
ニ
ン
ジ
ン
臭
）
も
漸

次
改
良
さ
れ
、
上
述
の
抽
苔
し
に
く
さ
、

長
〜
短
の
品
種
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
耕
土

の
深
浅
に
対
応
で
き
る
な
ど
の
栽
培
上
の

利
点
か
ら
、
次
第
に
ニ
ン
ジ
ン
の
主
流
と

な
り
、
現
在
で
は
東
洋
種
は
金
時
ニ
ン
ジ

ン
が
関
西
で
若
干
栽
培
さ
れ
る
程
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。

作
型
と
関
連
す
る
生
物
特
性

①
花
成
と
環
境

　

長
日
植
物
で
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
型

（
第
６
回
参
照
）
で
す
。
基
本
栄
養
生
長

相
の
長
さ
、
感
応
す
る
低
温
と
日
長
の
程

度
な
ど
に
よ
り
抽
苔
の
早
晩
が
決
ま
り
ま

す
が
、
西
洋
種
が
抽
苔
し
に
く
い
よ
う
に

改
良
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
東
洋
種
は

あ
ま
り
改
良
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
両
種
が
発
展
し
た
地
域
の
気
候

差
に
よ
る
も
の
で
、
西
洋
種
が
発
達
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
夏
が
冷
涼
な
地
域
が
多

く
、
夏
に
根
を
肥
大
さ
せ
る
作
型
が
容
易

な
の
で
、
播
種
期
が
春
と
な
り
、
春
の
低

温
に
遭
遇
し
て
も
抽
苔
し
な
い
品
種
が
必

要
で
、
そ
の
方
向
に
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
東
洋
種
が
発
達
し
た
中
国

華
北
な
ど
で
は
夏
が
根
の
肥
大
に
は
暑
す

ぎ
る
の
で
、
比
較
的
暑
さ
に
強
い
幼
苗
期

で
夏
を
過
ご
し
、
秋
に
肥
大
さ
せ
る
作
型

が
主
に
な
っ
た
た
め
、
春
の
低
温
に
よ
る

抽
苔
を
気
に
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め

で
す
。

②
生
育
温
度

　

適
温
は
20
℃
内
外
（
18
〜
21
℃
）
で
、

幼
苗
時
は
寒
暑
に
比
較
的
強
い
の
で
す
が
、

直
根
の
肥
大
・
着
色
期
は
暑
さ
、
寒
さ
と

も
に
敏
感
と
な
り
ま
す
。

③
栽
培
所
要
時
間

　

１
０
０
日
か
ら
１
２
０
日
程
度
を
要
し

ま
す
。

　

同
じ
直
根
類
の
ダ
イ
コ
ン
が
約
２
カ
月

（
60
日
程
度
）
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ダ
イ

コ
ン
よ
り
も
小
さ
な
ニ
ン
ジ
ン
が
２
倍
近

く
の
生
育
日
数
を
要
し
ま
す
が
、
単
位
重

量
当
た
り
の
保
有
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
ニ
ン

ジ
ン
が
ダ
イ
コ
ン
の
２
倍
あ
り
ま
す
の
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
日
数
と
考
え
れ
ば
同
じ

程
度
に
な
り
ま
す
。

　

直
根
類
で
す
か
ら
、
ダ
イ
コ
ン
同
様
、

播
種
か
ら
収
穫
ま
で
本
圃ぽ

で
過
ご
さ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
、
暑
さ
と
寒
さ
に
挟
ま
れ

て
適
温
期
間
の
短
い
日
本
の
一
般
地
で
は
、

生
育
日
数
の
長
い
ニ
ン
ジ
ン
の
方
が
ダ
イ

コ
ン
よ
り
も
不
良
環
境
期
、
つ
ま
り
周
到

な
管
理
を
必
要
と
す
る
期
間
が
長
く
な
り

ま
す
。

基
本
作
型
と
特
徴

　

図
に
基
本
作
型
と
地
域
別
作
期
を
示
し

ま
す
。
地
域
内
の
作
期
の
配
列
順
は
上
か

ら
低
温
域
〜
高
温
域
の
流
れ
に
沿
う
よ
う

に
し
て
あ
り
ま
す
。

夏
ま
き
栽
培
（
図
①
）

　

秋
冷
と
な
っ
て
か
ら
直
根
を
肥
大
さ
せ

る
作
型
で
、
温
暖
地
以
南
で
の
基
本
作
型

と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
育
期
間
の
短
い
ダ

イ
コ
ン
で
あ
れ
ば
９
月
以
降
の
秋
ま
き
で

間
に
合
い
ま
す
が
、
生
育
期
間
の
長
い
ニ

ン
ジ
ン
で
は
夏
ま
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
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西洋種東洋種

→
橙
赤
色
で
短
根
の
総
太
り
型
。
抽
苔
し
に
く

い
品
種
が
多
数
開
発
さ
れ
、
現
在
の
ニ
ン
ジ

ン
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。（
写
真
：「
向
陽

二
号
」）

→
赤
色
で
根
形
が
細
長
く
、
西
洋
種
よ
り
は
抽

苔
し
や
す
い
。
現
在
は
主
に
関
西
で
一
部
の

品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。（
写
真
：「
本
紅

金
時
」）

→
抽
苔
を
回
避
す
る
た
め
、
作
型
に
よ
る
品
種
の
選
定
、

播
種
時
期
の
保
温
な
ど
の
温
度
管
理
が
重
要
に
な
る
。

（
写
真
：
ニ
ン
ジ
ン
の
抽
苔
）

↑長日植物でグリーンバーナリ
型。

↑発芽・幼苗期に比べると直根
の肥大期は寒暑に敏感になる。

ニンジンは
ダイコンと同じく

直根性ですが、生育日数は
ほぼ倍かかるため、

周到な管理が必要な期間が
長くなります。



　

図
①
に
示
し
た
よ
う
に
、
寒
地
〜
暖
地

に
従
っ
て
播
種
期
は
遅
く
な
り
、
温
暖
地

で
は
７
月
中
下
旬
の
真
夏
と
な
り
ま
す
。

同
じ
夏
ま
き
で
も
キ
ャ
ベ
ツ
の
よ
う
な
移

植
可
能
な
野
菜
で
は
、
暑
い
初
期
を
苗
床

で
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
直
根

類
の
ニ
ン
ジ
ン
で
は
本
圃
で
直
ま
き
な
の

で
暑
さ
対
策
が
大
変
で
す
。
発
芽
・
幼
苗

期
の
管
理
、
特
に
土
壌
表
面
の
水
分
保
持

と
温
度
の
上
昇
防
止
に
努
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

生
育
前
半
が
高
温
な
の
で
、
抽
苔
の
危

険
性
が
少
な
く
、
抽
苔
し
や
す
い
東
洋
種

‚
金
時
‘の
栽
培
は
、
こ
の
作
型
に
限
ら
れ

ま
す
。

　

夏
ま
き
栽
培
で
、
10
月
〜
３
月
ま
で
の

生
産
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

春
ま
き
栽
培
（
図
②
）

　

６
〜
９
月
の
高
温
期
を
収
穫
期
と
す
る

の
で
、
寒
地
・
寒
冷
地
が
有
利
で
す
が
、

播
種
が
低
温
期
に
な
る
の
で
、
抽
苔
に
注

意
が
肝
要
で
す
。
暖
地
で
４
月
以
前
、
寒

地
で
は
５
月
中
旬
以
前
の
播
種
で
は
ま
だ

抽
苔
の
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
晩
抽
性
品

種
を
使
う
と
と
も
に
、
ト
ン
ネ
ル
、
マ
ル

チ
や
ベ
タ
が
け
に
よ
る
保
温
が
要
求
さ
れ

ま
す
。

秋
・
冬
ま
き
栽
培
（
図
③
）

　

中
秋
〜
冬
に
播
種
し
て
３
〜
５
月
に
収

穫
す
る
作
型
で
、
暖
地
が
有
利
で
す
。
大

変
抽
苔
し
や
す
い
気
象
条
件
で
、
晩
抽
性

品
種
の
利
用
が
必
要
で
す
。
被
覆
期
間
が

長
い
の
で
、
中
で
簡
単
な
管
理
作
業
を
行

え
る
よ
う
な
大
ト
ン
ネ
ル（
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
）

を
用
い
、
気
温
上
昇
に
従
っ
て
フ
ィ
ル
ム

に
適
当
に
穴
を
あ
け
て
、
換
気
労
力
を
省

く
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 産地主要品種例
①　夏まき栽培

寒地 向陽二号

寒冷地 向陽二号

温暖地
〜
暖地

向陽二号、愛紅、
ベーター312、
陽州五寸、らいむ

②　春まき栽培
A露地栽培（ベタがけを含む）

寒地
〜
暖地

向陽二号、
ベーター312

B保温栽培

寒地
〜
暖地

向陽二号、
ベーター312、
彩誉、愛紅

③　秋・冬まき栽培

温暖地
〜
暖地

彩誉、愛紅
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秋・冬まき栽培 春まき栽培 夏まき栽培

↑春まき栽培では、播種が低温期とな
るため、トンネルやベタがけマルチ
などでの保温対策が必要となる。

↑秋・冬まき栽培は被覆期間が長いの
で、中で簡単な作業を行える大トン
ネル（ミニハウス）を利用して栽培
される。

→
主
に
10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
生
産
を

カ
バ
ー
す
る
、
夏
ま
き
栽
培
。

（
写
真
「
陽
州
五
寸
」
の
収
穫
。
1
月
）

図　ニンジンの基本作型と地域別作期

　：播種　　　　：収穫期間　　　　：トンネルなど保温　　　　←：適宜播種可能



セ
リ
科
葉
菜

　

セ
リ
科
葉
菜
は
い
ず
れ
も
本
シ
リ
ー
ズ

の
趣
旨
で
あ
る
、
作
型
に
対
応
す
る
品
種

分
化
が
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
セ
ル
リ
ー
と
パ
セ
リ
に
つ
い
て
、

ご
く
概
略
を
述
べ
る
に
と
ど
め
ま
す
。

⒈
セ
ル
リ
ー
（
セ
ロ
リ
）

　

地
中
海
沿
岸
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
起
源

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
育
適
温
は
15
〜
25
℃
で
、
比
較
的
低

温
に
耐
え
ま
す
が
、
品
質
を
保
つ
に
は
３

〜
５
℃
は
保
ち
た
い
も
の
で
す
。
高
温
に

弱
く
、
25
℃
以
上
で
は
生
育
が
減
退
し
、

品
質
も
劣
化
し
ま
す
。

　

ハ
ク
サ
イ
な
ど
に
比
べ
て
小
型
の
野
菜

な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
育
に
長
期
間

を
要
し
、
比
較
的
高
温
期
の
栽
培
で
も
５

カ
月
近
く
、
低
温
期
が
か
か
る
作
型
で
は

半
年
ほ
ど
要
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
型
植
物
で
、
生
育

前
半
が
低
温
の
作
型
で
は
保
・
加
温
に
よ

る
抽
苔
防
止
が
必
要
で
す
。

　

７
〜
10
月
の
高
温
期
収
穫
は
寒
地
・
寒

冷
地
が
適
し
、
播
種
期
は
１
〜
５
月
で
、

大
部
分
が
温
床
育
苗
と
ト
ン
ネ
ル
定
植
を

必
要
と
し
ま
す
。

　

温
暖
地
・
暖
地
で
は
夏
季
を
避
け
た
収

穫
と
な
り
、
５
〜
６
月
ま
き
、
10
〜
12
月

収
穫
で
は
露
地
栽
培
が
可
能
で
す
が
、
12

月
以
降
４
月
ま
で
の
収
穫
期
で
は
生
育
期

間
の
後
半
が
、
ま
た
、
５
〜
６
月
の
収
穫

に
は
生
育
前
半
の
保
・
加
温
が
要
求
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
セ
ル
リ
ー
は
生
育
期
間
が

長
い
た
め
に
ほ
と
ん
ど
の
作
型
で
保
・
加

温
を
要
す
る
時
期
が
生
じ
、
省
力
や
品
質

向
上
に
プ
ラ
ス
と
な
る
ハ
ウ
ス
栽
培
が
増

え
て
い
ま
す
。

⒉
パ
セ
リ

　

地
中
海
沿
岸
起
源
と
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン

バ
ー
ナ
リ
型
植
物
で
す
。

　

生
育
適
温
は
15
〜
20
℃
、
25
℃
以
上
で

は
軟
弱
に
な
り
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
低

温
に
は
強
く
、
5
℃
く
ら
い
ま
で
収
穫
が

可
能
で
す
。

　

播
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
日
数
は
季
節
に

よ
り
３
〜
６
カ
月
と
変
わ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
葉
数
が
12
枚
程
度
に
な
っ
て
か
ら

収
穫
を
始
め
、
１
回
に
数
葉
ず
つ
収
穫
し
、

草
勢
が
維
持
で
き
れ
ば
１
年
近
く
収
穫
で

き
ま
す
。

　

冷
涼
を
好
む
の
で
高
温
期
栽
培
は
寒
地

・
寒
冷
地
が
有
利
で
す
が
、
４
〜
５
月
収

穫
開
始
で
は
９
〜
11
月
ま
き
、
６
〜
７
月

収
穫
開
始
で
は
１
〜
４
月
ま
き
と
な
り
、

い
ず
れ
も
保
・
加
温
を
要
求
す
る
季
節
を

含
み
ま
す
。

　

温
暖
地
・
暖
地
で
は
高
温
期
を
避
け
た

収
穫
期
が
好
ま
し
く
10
月
以
降
の
秋
収
穫

開
始
（
５
〜
７
月
ま
き
）
で
は
収
穫
期
を

延
長
し
た
い
の
で
、
ハ
ウ
ス
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

４
〜
５
月
の
春
収
穫
開
始
で
は
10
〜
11

月
の
秋
ま
き
栽
培
と
な
り
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
バ
ー
ナ
リ
型
で
あ
る
た
め
に
、
キ
ャ
ベ

ツ
同
様
（
第
11
回
参
照
）
に
小
株
で
越
冬

す
れ
ば
花
茎
頂
を
分
化
せ
ず
翌
春
に
生
長

を
再
開
す
る
わ
け
で
す
。
秋
ま
き
栽
培
で

は
猛
暑
を
迎
え
る
７
月
で
収
穫
を
終
え
る

場
合
が
多
い
で
す
が
、
比
較
的
冷
涼
な
地

域
で
は
夏
を
通
し
て
収
穫
を
続
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
遮
光
が
有
効

で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
保
・
加
温
育
苗
、
遮
光
、

秋
冬
の
収
穫
期
間
延
長
な
ど
の
諸
点
で
有

利
な
ハ
ウ
ス
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
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10月～３月収穫の夏まき栽培、
６～９月の高温期を収穫期とする春まき栽培、
３～５月に収穫する秋・冬まき栽培と、
ニンジンではキャベツと同様、

ほぼ周年の出荷が可能となっています。

↑省力や品質向上のため近年
ではハウス栽培が増えてき
ているセルリー。

↑生育適温は15～20℃、冷涼
な気候を好むパセリ。


